
PV-2対潜哨戒機

米軍の最初のロキード社
製の対潜哨戒機。
海自に昭和30年代にMAP
貸与され鹿屋航空隊（当
時）で運用され、日の丸
PV-2も飛行しておりまし
た。 私も含めてさすが
に当時の機体を知る人は
もういないでしょう。
希望があれば日の丸PV-2
も作画も可能です。



S-3A及びS-2E
艦載哨戒機

S-3Aはロキード社製の艦
載機でヴァイキングの愛
称で、この機体は建国
200年記念塗装をしてお
ります。
S-2EはS-2Fとして海自に
は60機MAP貸与され11～
14空で昭和の末まで活躍
しておりましたので会員
の中でクリュー又は整備
に携わってきた方もおら
れると思います。
両機は空母USS 
AMERICAの搭載機です。



米海軍
P-8哨戒機

民間機ボーイング737
を改造して、哨戒機仕
様にしたもので建造経
費削減とエンジン
P&WJT8(又はCFM56)
との共通性で維持費の
軽減を図っている。
尾部の出っ張りはMAD
では無くMADオペレー
ションは止めてしまっ
たようです。
韓国、カナダも採用し
ております。



US-２救難機

US-1Aに比較して機内与
圧やハイスキュード・プ
ロペラの採用など近代化
が図られている。
辛坊次郎さんの救出以外
にも報道されませんが西
太平洋での米軍パイロッ
トの救出等で活躍してお
ります。
画は着水時か離水時かは
しぶきの状況から確認く
ださい。



HSS-2B哨戒機

昔の124空（館山）の艦
載型です。
テールコーンの青４本線
は艦載航空隊を表してい
ます。今は戦時態勢か？
全ての機体から識別マー
クが消されてしまったの
は残念です。
捜索機器はSONAR(HQS-
13),RADAR,曳航MAD、
SONOBUOY等多岐にわ
たり、これを扱うソー
ナー・マンがセンサー・
マンになり、遂にはウル
トラマンになったと言う
話もあります。
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